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事業番号 事務事業名 意思疎通支援事業費 所管課名 保健福祉課 年度課長名 安道　智秋

令和 3 年度　事後評価・決算 簡易 令和4年11月 作成

杉山　有輝

施策名 障害者(児）福祉の推進 根拠法令等 障害者総合支援法
01334

政策名 こころあたたかい福祉の里づくり 係名 福祉係 担当者・シート作成者

単年度繰返し
聴覚、言語機能、音声機能、視覚その他の障害のため、意思疎通を図ること
に支障がある障害者等に、手話通訳、要約筆記等の方法により、障害者等と
その他の者の意思疎通の円滑化を図ることを目的とする。
岡山県聴覚障害者福祉会及び岡山県要約筆記団体連合会と業務委託契約
を結び、連絡調整及び委託料の支払いを行っている。

平成18年、障害者総合支援法により、地域生活
支援事業に組み込まれた。

単年度のみ

１．事務事業の概要

①事業期間 ②今年度の事業内容（具体的な内容、事務概要等を簡潔に記載する） ③開始したきっかけ（いつ頃、どんな経緯で）

イ → イ 視覚１級所持者数 人

２．事務事業の対象・意図・活動・成果指標

①対象（誰、何を対象にしているのか）　　 ④対象指標

ア 意志疎通を図ることに支障のある障害者 → ア 聴覚２級以上所持者数 人
14 11 10 10 10

11 10 9

13 12 12 12 12

12 12 11

②意図（対象をどのような状態にしたいのか） ⑤成果指標（意図の達成度）

ウ → ウ

ア
意志疎通が円滑にできるように
する → ア 手話通訳者の派遣回数 回

10 10 5 5 5

4 1 3

40.0% 10.0% 60.0% 60.0%

イ → イ 要約筆記者の派遣回数

0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回

1 1 1 1 1

0 0 0

  

ウ → ウ

③主な活動内容 ⑥活動指標

ア 連絡調整 → ア 連絡調整件数

  

40.0% 10.0% 40.0% 40.0%

件

10 10 5 5 5

4 1 2

10 10 5 5 5

4 1 3

40.0% 10.0% 60.0% 60.0%

ウ → ウ

イ 委託料の支払い → イ 委託料の支払回数 回

    

３．事務事業の予算・コスト概要

予算科目
会計 款 項 目 予算上の事業名 事業番号

一般会計 民生費 社会福祉費 障害者福祉費 意思疎通支援事業費 01334

予算
（千円）

前年比
決算

（千円）
前年比

実 績 実 績 見込 見込

国庫支出金 25 22 26 23 23 国庫支出金 8

実績 見込 見込 実 績 実 績 実績

4

町　債

11 県支出金 4

23 23 -4 

県支出金 12 11 13 11 11 -2 2 11

その他特財

0

その他特財 0

町　債

7 43 72 72 36

合計 111 92 92 106 106 30

一般財源 74 59 53 72 72 一般財源 18

財源名称

地域生活支援事業費等国庫補助金 従事正職員人数 1 1 1 1 1

106 合計(A) 30 13 43 106

41

0

岡山県地域生活支援事業費補助金 延べ業務事務時間 12 12 12 12 12 0

0

最終予算額 92 千円 予算執行率 46.7% トータルコスト(A+B) 72 53 83

人件費計(千円)(B) 42 40 40 41

147 147 30

通信運搬費 14 通信運搬費 13 千円

千円

支出事業内容 手数料 6 支出事業内容 手数料 0 千円

主　な 委託料 72 主　な 委託料 30

（予　算） （決　算）


